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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
脚支持体と、地上に設置されるためであって、前記脚支持体に前記脚支持体の下面又は外
周側面に設けられ且つ前記脚支持体の中心を通らず周方向を向いた回転軸を有する折り畳
み自在の結合部を介して結合し、前記脚支持体から放射状に伸びた脚と、前記脚支持体に
付設され、使用時に前記脚支持体の外周より外側に立設して杭を支持するための杭支持部
を備えたことで、前記杭を支持するために前記脚支持体内に前記杭支持部を設けることを
不要とすることで、前記杭支持部のサイズ従って杭サイズが前記脚支持体のサイズに制限
されることをなくし、杭サイズに自在に対応し、前記杭支持部は、前記脚支持体に介在片
を介さず直接的または介在片を介して間接的に接続した杭支持基板と、前記杭支持基板に
繋がり、前記杭支持基板との間で前記杭を緩く拘束するための杭拘束手段を有することを
特徴とする杭サイズ自在対応自立型杭支持具。
【請求項２】
前記脚支持体と前記杭支持基板との前記接続が、前記介在片を介さない場合は、前記杭支
持部の前記杭支持基板は、前記脚支持体との間で回転軸を備えた折り畳み手段を有し、前
記介在片を介した場合は、前記介在片は、前記脚支持体との間で回転軸を備えた折り畳み
手段を有し、且つ、前記介在片は、前記杭支持部の前記杭支持基板との間でも回転軸を備
えた折り畳み手段を有することを特徴とする請求項１に記載の杭サイズ自在対応自立型杭
支持具。
【請求項３】
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前記杭支持部は、前記杭支持基板を杭打ちによる杭の移動に対応して滑動させるために、
前記杭支持基板をガイド基板と前記ガイド基板に沿って滑動可能な滑動基板で構成し、前
記ガイド基板に、前記脚支持体に介在片を介さず直接的または介在片を介して間接的に接
続した前記杭支持基板の前記接続を行わせ、前記ガイド基板と前記滑動基板の間は、前記
滑動基板についた滑動片が前記ガイド基板の長手方向に沿って滑動するように構成したこ
とを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の杭サイズ自在対応自立型杭支持具。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、杭サイズに自在に対応可能で、杭打ち作業時に一人作業が可能な杭支持具　
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来、杭打時の杭支持具については、出願人等が特許文献６等に提案したもので、手で持
って支持する器具で、杭を打つ人と二人で作業するものがあり、更に、特許文献１から特
許文献５に示すような、杭を持つ人が不要な自立型の杭支持具が提案されている。後者は
、図３の３－Ａから３－Ｅに示すものである。
３－Ａでは、半割りにした円管の下に地面に固定用のピンを付けたものである。構造が簡
単である利点がある。
３－Ｂでは、四角柱を支持するために四角の枠の回りに支えの足を出したもので、四角の
枠の中に四角柱を挟むようになっている。３－Ｃでは、三脚の脚を共通に支える略三角形
板の中央に通過穴を有し、この穴に柱を通して緩く支持するものである。３－Ｄでは、
三脚の脚を支えるのは、厚さの薄い円筒１であり、この円筒１の内側に円筒２、更に内側
に円筒３が互いに直角に回転できるように嵌って支持されていることで、円筒３に緩く嵌
る杭を任意の角度で地面に支えることが出来るものである。３－Ｅでは、三脚の脚を支え
るのは、長い円筒になっていて、円筒に杭を入れて使用に供される。円筒の上部にはハン
マーで杭を打ち損ねたときに当たり、人体への当たりを回避するリングが付いている。他
に脚には足で押さえるバーが付いている。
以上の諸提案は、単純が構成であり、杭を支持する役目を果たすので極めて便利であるが
、
ただ１点、不都合がある。どの例でも、支持体の中に杭を通すようになっているため、支
持体の杭通過穴のサイズ又は、支持体のサイズで利用できる杭のサイズが決まってしまい
、制限を受けることである。ところが、実際の作業現場では、色々の杭のサイズに対応し
なければならないため、この基本的要求に答えきれない不都合があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－０３７１９４
【特許文献２】実用新案登録第２０５９４１８
【特許文献３】実用新案登録第３０２６９４２
【特許文献４】特開２００２－４５８６
【特許文献５】特開２００４－１６２３３７
【特許文献６】特開２０１２－２６２０８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
以上のような従来の提案に見る色々の杭のサイズに対応できない不都合を回避して、杭の
サイズに自在に対応できる杭支持具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
本発明による杭サイズ自在対応自立型杭支持具は、脚支持体と地上に設置されるためであ
って、脚支持体に回転軸を介して折り畳み自在に結合し、脚支持体から放射状に伸びた脚
と、脚支持体に付設され、脚支持体の外側に杭を支持するための杭支持部とを備えたもの
である。
以下、請求項に沿って記述する。
【０００６】
請求項１記載の発明は、杭サイズ自在対応自立型杭支持具であって、
脚支持体と、地上に設置されるためであって、前記脚支持体に前記脚支持体の下面又は外
周側面に設けられ且つ前記脚支持体の中心を通らず周方向を向いた回転軸を有する折り畳
み自在の結合部を介して結合し、前記脚支持体から放射状に伸びた脚と、前記脚支持体に
付設され、使用時に前記脚支持体の外周より外側に立設して杭を支持するための杭支持部
を備えたことで、前記杭を支持するために前記脚支持体内に前記杭支持部を設けることを
不要とすることで、前記杭支持部のサイズ従って杭サイズが前記脚支持体のサイズに制限
されることをなくし、杭サイズに自在に対応し、前記杭支持部は、前記脚支持体に介在片
を介さず直接的または介在片を介して間接的に接続した杭支持基板と、前記杭支持基板に
繋がり、前記杭支持基板との間で前記杭を緩く拘束するための杭拘束手段を有することを
特徴とする。
【０００７】
請求項２記載の発明は、請求項１に記載の杭サイズ自在対応自立型杭支持具において、
前記脚支持体と前記杭支持基板との前記接続が、前記介在片を介さない場合は、前記杭支
持部の前記杭支持基板は、前記脚支持体との間で回転軸を備えた折り畳み手段を有し、前
記介在片を介した場合は、前記介在片は、前記脚支持体との間で回転軸を備えた折り畳み
手段を有し、且つ、前記介在片は、前記杭支持部の前記杭支持基板との間でも回転軸を備
えた折り畳み手段を有することを特徴とする。
【０００８】
請求項３記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載の杭サイズ自在対応自立型杭支持具
において、
前記杭支持部は、前記杭支持基板を杭打ちによる杭の移動に対応して滑動させるために、
前記杭支持基板をガイド基板と前記ガイド基板に沿って滑動可能な滑動基板で構成し、前
記ガイド基板に、前記脚支持体に介在片を介さず直接的または介在片を介して間接的に接
続した前記杭支持基板の前記接続を行わせ、前記ガイド基板と前記滑動基板の間は、前記
滑動基板についた滑動片が前記ガイド基板の長手方向に沿って滑動するように構成したこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
以上の様に構成されているので、本発明による杭サイズ自在対応自立型杭支持具は、三脚
等の脚を支持する脚支持体のサイズに制限されること無く、これとは無関係に杭のサイズ
に自在に対応することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明による杭サイズ自在対応自立型杭支持具の一実施態様を示す図である。
【図２】本発明による杭サイズ自在対応自立型杭支持具の別の一実施態様を示す図である
。
【図３】従来の杭支持具を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
本発明による杭サイズ自在対応自立型杭支持具は、脚支持体と地上に設置されるためであ
って、脚支持体に回転軸を介して折り畳み自在に結合し、脚支持体から放射状に伸びた脚
と、脚支持体に付設され、脚支持体の外側に杭を支持するための杭支持部とを備えたもの



(4) JP 6236694 B2 2017.11.29

10

20

30

40

50

である。
以下図に沿って説明する。
【００１２】
図１は、本発明による杭サイズ自在対応自立型杭支持具の一実施態様を示す図である。
１－Ａでは、杭サイズ自在対応自立型杭支持具の使用状態での設置状態を示している。１
－Ｂでは、使用しない場合に折り畳んでしまう状況を示している。矢印はその方向に自在
に折れ曲がることを示しているので、小さく折り畳める。
【００１３】
１－Ａにおいて、杭サイズ自在対応自立型杭支持具１００は、脚支持体１１０（ここでは
、円板形状）に脚１２０と脚支持体１１０に付設され、脚支持体１１０の外側に杭を支持
するための杭支持部１３０を備えている。脚１２０は、脚支持体１１０から放射状に伸び
たいわゆる三脚が都合がよく、長さ調整が可能なように伸縮自在になっていると更に好都
合である。勿論三脚以外でも可能である。杭支持部１３０は、杭を打つ使用時には、地面
に向かって立設される杭支持基板１３１Ａと杭を緩く拘束するためであって杭支持基板１
３１Ａに付けられた杭拘束帯１３２を備え、更に便利なこととして、杭支持基板１３１Ａ
についた滑動片１３１Ｃと滑動片１３１Ｃに付いた滑動基板がガイド基板１３１Ｂの長手
方向に沿って開けられた長いガイド穴１３１Ｄに嵌って、打たれた杭の移動に沿って滑動
し、杭が地面に刺さった状態では、杭はそのままで、杭が緩く杭拘束帯１３２に拘束され
ているために、杭支持基板１３１Ａが図示されないバネ等の復元体により元に戻るように
することが出来る。ガイド基板１３１Ｂは、１－Ｃのようにそのまま脚支持体１１０に付
設されても良いし、１－Ａのように、ガイド基板１３１Ｂに回転軸を介して折り曲げ自在
に接続した介在片１３３を介して脚支持体１１０に付設されても良い。尚、介在片１３３
を支持するため、脚又は脚支持体１１０についた中心棒１４０から固定用片１３４が出て
いて、これを介在片１３３についた固定用ピン１３５に掛けることで、介在片１３３を固
定することが出来る。尚、中心棒１４０は必ずしも必要ではない。
【００１４】
図２は、本発明による杭サイズ自在対応自立型杭支持具の別の一実施態様を示す図である
。
図１との違いは、図１では、脚１２０を通常の三脚のように立てて使うことに比べて、図
２では、２－Ａにおいて、脚支持体１１０から放射状に伸びた脚１２０が平面上につぶさ
れた状態で、同一平面になった状態で使うことである。そのため、杭支持部１３０は、杭
を打つ使用時には、地面に向かって立設される杭支持基板１３１Ａと杭を緩く拘束するた
めであって杭支持基板１３１Ａに付けられた杭拘束帯１３２を備え、この図では、杭支持
基板１３１Ａは、立基板１３１についている。立基板１３１は、脚支持体１１０に回転軸
を介して折り曲げ自在についているので、使用時には、脚支持体１１０の面、従って、地
面に直角に立てることが出来る。尚、この図では、図と違って、杭支持基板１３１Ａを滑
動する手段は付けていないが、つけることも可能であることは勿論である。
２－Ｂにおいて、脚１２０を二つ折り曲げて、一つを折り曲げ前後で示している。尚、立
基板１３１をこれから折り曲げようとしている状態を示す。これを見ると、図１同様に、
図２でも折り曲げ自在になっていて、不使用時には極めて小さくすることが可能である。
【００１５】
尚、杭拘束帯１３２の形態としては、種々の手段を取れる。
例えば、この図のように、針金、帯や紐、インシュロック、ベルクロ帯、杭を緩く拘束す
ることに都合が良いスパイラルバネ、中心から放射状に切れ目が入った円形ゴム（切れ目
の開き方で穴径が自在になる）、穴絞り手段（カメラの絞りのように回転により中心穴が
開く）、板バネなどがあげられるが、これにこだわらない。
図１、図２の例に示したように、本願では、脚支持体１１０の外側に杭を位置させるよう
に構成しているので、脚支持体１１０のサイズとは無関係に杭のサイズに自在に対応した
自立型杭支持具になっている。
【産業上の利用可能性】
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【００１６】
以上のように本発明による杭サイズ自在対応自立型杭支持具は、杭のサイズに自在に対応
でき、しかも一人で杭打ち作業が可能であり、不使用時は小さく折り畳めるので産業上利
用して効果が極めて大きい。
【符号の説明】
【００１７】
１００　杭サイズ自在対応自立型杭支持具
１１０　脚支持体
１２０　脚
１３０　杭支持部
１３１　立基板
１３１Ａ　杭支持基板
１３１Ｂ　ガイド基板
１３１Ｃ　滑動片
１３１Ｄ　ガイド穴
１３２　杭拘束帯
１３３　介在片
１３４　固定用片
１３５　固定用ピン
１４０　中心棒
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上。

【図１】

【図２】

【図３】
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